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ようがの学び舎 舎訓 責任 信頼 誇り 
～生徒が主人公である学校、地域と共に歩む学校～ 

 
6５回目の開校記念日を迎えて 

校長  毛利  慎治  

秋の気配が少しずつ深まるこの時期、用賀中学校では合唱コンクールに向けて生徒が中心となって活動を始めて

おります。今回の学校だよりは、9月30日に迎えた用賀中学校の開校記念日についてです。 

65年目を迎えるにあたり、私自身も『用賀中学校１年生（１年目）』ですので、学校に保管してある記念誌、沿革

誌、PTA広報誌などを金庫から引っ張りだし、調べてみました。 

１０月１日の朝礼・道徳の授業の中では生徒・教員と共に、用賀中学校の歴史について振り返り、開校記念日講話

をさせていただきました。 

用賀中学校の始まりは、昭和３２年１１月１８日、世

田谷区玉川用賀 2丁目８０番地での校舎建築でした。昭

和３３年４月１日、仮称「世田谷区立瀬田中学校分校」

と設置され、木造校舎 2階建て 6教室、生徒数は 2年生

171名 3学級編成でスタートいたしました。 

 翌年の昭和３４年に、『東京都世田谷区立用賀中学

校』の名称で用賀中学校がスタートしました。当時、こ

の地域は田畑が広がる風景が広がっていました。現在の

校地がある場所も、地元の 15人の地主さんたちが土地

を譲り、さらには校庭の真ん中を貫いていた道を廃止して、用賀中学校を建てるための大規模な整備が行われまし

た。そして、学校ができるときに地元の皆さんから寄贈していただいた 337本もの桜の木を生徒、教職員、保護

者、地域の方と一丸となって植えられたのです。この桜の木々は、地域の方々の協力の象徴であり、「地域と共に

歩む学校」である用賀中の伝統の一部です。 

開校当初の校舎は木造で、今の姿とはまったく異なるもの

でした。その後、昭和5２年に現在の鉄筋コンクリートの校

舎が完成し、さらに平成3年には体育館が建設されました。

用賀中学校は、世田谷区で初めての中学校としてスタート

し、これまで多くの卒業生を送り出し、その数は 13,237名

にも上ります。 

サッカー部の輝かしい歴史 

用賀中学校には、歴史ある部活動の一つとしてサッカー部が挙げられ

ます。サッカー部は過去に都大会で 3連覇を果たし、その後も関東大会

で優勝、さらに全国大会へと駒を進めるという、素晴らしい成績を収めて

きました。これは、先輩たちの努力と情熱、そして指導にあたった顧問の

先生方の熱意の賜物です。このような輝かしい成果は、学校全体の誇り

であり、今後もサッカー部がこの伝統を受け継ぎながら、更なる高みを目

指していくことを期待しています。 
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地域と共に歩む学校 

現在ある校舎は昭和５２年に完成し、用賀中学校が長い

年月をかけて発展してきた背景には、地域との強い結びつき

があります。地域の皆さん、保護者の方々、そして教職員の

皆さんの支えがあったからこそ、私たちの学校は今も活力に

満ちた場であり続けています。この絆こそが、用賀中学校の

特徴であり、誇りでもあります。 

そして、令和６年度の学校経営方針にある「地域と共に歩む学校」という理念は、私たちの学校運営の中でも大き

な柱となっています。学校の成り立ちを振り返る中で、今も昔も変わらないこの考え方に改めて共感します。これから

も生徒の皆さんと地域が一体となって、学校の未来を作り上げていきます。 

 

用賀中学校の未来を描く 

これから 35年後、用賀中学校は 100周年を迎えます。皆さんはその頃、どんな学校に用賀中がなっているでし

ょうか。私は、未来の用賀中学校の姿を少し想像してみました。建物がさらに近代化され、ICT教育がますます発展

しているかもしれません。しかし、どんなに環境が変わっても、変わらないものがあります。それは、「地域と共に歩む

学校」という理念です。この考え方は、私たちがこれから先も大切にしていくべきものであり、用賀中の歴史を作って

きた根幹でもあります。 

皆さんがこれから社会に出ていく中で、自分たちの地域や学校について考えることが、きっと多くの場面で役立つ

でしょう。用賀中学校は、皆さん一人ひとりが成長し、活躍する場であると同時に、地域とのつながりを深める場でも

あります。学校の未来、そして皆さん自身の未来につい

て、少しでも考えるきっかけになれば嬉しいです。 

 

この開校記念日という機会を通じて、用賀中学校の

歴史を知り、これからの時代を皆さんと一緒に歩んで

いきましょう。私たち教職員も皆さんと共に成長し、地

域と共に用賀中学校をより良いものにしていくことを目

指します。最後に用賀中学校は、これからも皆さんが安

心して学べる場所、そして成長できる場所であり続けま

す。地域の方々、保護者の皆様、そして生徒の皆さん、これからもご協力をお願い申し上げます。 

 

 

昭和５２年 現在の校庭完成 
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地域・保護者の皆様から寄贈していただきました。 

上用賀町会・用賀町会・青少年用賀地区委員会・用賀中学校 PTAより横断幕を作成していただきました。 

毎日部活動で 

頑張っている生徒の 

励ましとなります。 

砧公園通り（四条通り）の 

フェンス側に掲載しております。 


